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ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
問
題
と
大
量
保
有
報
告
制
度
の
方
向
性

高　
　
　

逸　

薫

一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
二
三
年
六
月
五
日
か
ら
発
足
し
た
金
融
審
議
会
の

公
開
買
付
制
度
及
び
大
量
保
有
報
告
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
以
下
「
本
Ｗ
Ｇ
」）
で
は
、
特
に
大
量
保
有
報

告
制
度
に
関
し
て
、「
共
同
保
有
者
の
範
囲
」
の
限
定
ま

た
は
明
確
化
、「
大
量
保
有
報
告
制
度
の
実
効
性
の
確

保
」
な
ど
が
検
討
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
大
量
保
有
報

告
制
度
の
改
正
に
向
け
て
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　

改
正
議
論
の
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
間
プ
ラ
コ
ー
、
北

日
本
紡
績
、
三
ッ
星
、
ナ
ガ
ホ
リ
と
い
っ
た
比
較
的
小
規

模
な
上
場
会
社
が
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
利
用
し
た

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
そ

の
中
に
は
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
通
じ
て
大
量
保
有
報
告

制
度
を
回
避
す
る
こ
と
や
、
大
量
保
有
報
告
書
の
不
提

出
・
遅
延
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
水
面
下
で
株
式
を
大
量

に
買
い
集
め
実
質
的
に
経
営
権
を
掌
握
す
る
ケ
ー
ス
も
出

て
き
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
言
う
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
（W

olf Pack, 

群
狼
）

戦
略
と
は
、
複
数
の
フ
ァ
ン
ド
等
が
暗
黙
裡
に
協
調
行
動
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を
と
る
こ
と
で
対
象
上
場
企
業
の
株
式
を
一
斉
に
買
い
上

が
り
、
対
象
会
社
に
圧
力
を
加
え
、
自
ら
の
要
求
を
実
現

さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略

を
使
え
ば
、
個
々
の
フ
ァ
ン
ド
は
対
象
企
業
の
株
式
を
大

量
に
保
有
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
大
量
保
有
報
告
制
度

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
に
対
し
て
は
、
対
象

会
社
の
経
営
陣
の
立
場
か
ら
は
不
意
打
ち
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
大
量
保
有
報
告
制
度
を
回
避
す
る
脱
法
的
な
手

段
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
こ
の
よ

う
な
戦
略
を
通
じ
て
経
営
権
を
掌
握
す
る
場
合
、
会
社
の

長
期
的
な
利
益
を
害
し
、
既
存
株
主
の
利
益
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

一
角
で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
も
た
ら

す
肯
定
的
な
効
果
を
考
え
る
と
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を

規
制
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
過
度
に
阻
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
見

解
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
具
体
的
な
内
容
を
見

て
み
る
と
、
大
量
保
有
報
告
制
度
の
目
的
と
大
量
保
有
報

告
制
度
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
に
つ
い
て
互
い
に
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
規
制

を
強
化
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
結
論
付
け
る
の
が
容

易
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
用
い
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に
評

価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
大
量
保
有
報
告
制
度
を
め
ぐ
る

利
害
関
係
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

大
量
保
有
報
告
制
度
の
改
正
作
業
に
一
つ
の
参
考
に
供
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
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二
、
大
量
保
有
報
告
制
度
と
は
な
に
か

　

ま
ず
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
日
本
の
大
量
保
有
報
告

制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
大
量
保
有
報
告

制
度
と
は
、
原
則
と
し
て
、
上
場
会
社
の
株
券
等
の
保
有

比
率
が
五
％
を
超
え
る
大
量
保
有
者
に
、
大
量
保
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
五
営
業
日
以
内
に
大
量
保
有
報
告
書
を
提

出
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
金
商
法
二
七
条
の
二
三
第

一
項
）。
ま
た
、
五
％
を
超
え
た
後
も
、
大
量
保
有
者
の

保
有
比
率
が
一
％
以
上
増
減
し
た
場
合
に
は
、
変
更
報
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
金
商
法
二
七
条
の
二

五
第
一
項
）。
例
外
的
に
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
金
融

機
関
等
に
対
し
て
は
、
緩
和
さ
れ
た
規
制
で
あ
る
特
例
報

告
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
量
保
有
報
告
制
度
の
目
的
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
①
一
定
数

以
上
大
量
に
株
式
等
を
保
有
す
る
者
は
、
議
決
権
等
を
株

主
の
権
利
を
通
じ
て
、
会
社
の
支
配
や
経
営
へ
影
響
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
投
資
者
の
投
資
判
断
に
重
要
な

情
報
に
な
る
。
ま
た
、
②
株
式
等
の
大
量
に
買
い
集
め
る

こ
と
は
、
株
式
等
の
需
給
関
係
に
影
響
を
与
え
、
市
場
価

格
の
急
騰
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
事
情
を
知
ら
な

い
一
般
の
投
資
者
は
不
測
の
損
失
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
大
量
の
株
券
等
の
取
得
・
保
有
・
処
分
に
関

す
る
情
報
を
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
大
量
保
有
報
告
制
度
の
趣
旨
に
つ
い

て
、
発
行
会
社
の
経
営
者
に
株
式
等
を
大
量
に
保
有
す
る

投
資
家
の
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と

説
明
す
る
場
合
や
、
支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
の
公
平
な
分
配

す
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
大
量
保
有
報
告
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
色
々
な
解
釈

が
存
在
す
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
検

討
は
省
略
し
最
も
主
要
な
目
的
と
し
て
一
般
的
に
説
明
さ
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れ
る
一
般
投
資
家
へ
の
情
報
提
供
と
一
般
投
資
家
の
保
護

と
が
制
度
の
目
的
で
あ
る
と
前
提
す
る
。

三�
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
と
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
構
造

　

ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
の
正
当
性
を
評
価
す
る
前
に
、

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
構
造
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
対
象
会
社
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
可
否
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
大
量
保
有
報
告
制

度
の
影
響
を
受
け
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
が
対
象
会
社
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
成
功
す
る
た

め
に
は
、
対
象
会
社
の
政
策
改
善
案
を
研
究
し
、
対
象
会

社
の
株
式
を
取
得
し
、
株
主
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
委
任
状
争

奪
戦
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
そ
の
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

に
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
上
回
る
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
標
的
会
社
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
乏
し
く
な
る
。

　

他
方
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
大
量

保
有
報
告
を
行
う
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
株
式
市
場
の
期
待

感
が
反
映
さ
れ
て
株
価
が
上
昇
す
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
、
大
量
保
有
報
告
の

前
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
株
式
を
安
く
買
収
し
て
利
益
を

最
大
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
取
得
し

た
株
式
等
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
経
営
陣
に
対
す
る
交

渉
力
も
大
き
く
な
る
た
め
、
多
数
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

ヘ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
が
大
量
保
有
報
告
を
す
る
前
に
連
合
し

て
株
式
を
買
い
集
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
の
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
の
活
用
を
萎
縮
さ
せ
る
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た
め
に
、
共
同
保
有
者
の
概
念
を
広
げ
て
大
量
保
有
報
告

制
度
の
適
用
範
囲
を
広
げ
た
り
、
実
効
性
確
保
の
観
点
か

ら
議
決
権
停
止
や
、
議
決
権
行
使
差
止
請
求
を
認
め
た
り

す
る
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
大
幅
に
減
少

す
る
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
コ
ス
ト
に
対

す
る
利
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

共
同
保
有
者
の
概
念
が
拡
大
さ
れ
、
大
量
保
有
報
告
制

度
の
適
用
範
囲
が
広
が
る
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
が
連
合
し
て
大
量
保
有
報
告
を
行
う
前
に
大

量
の
株
式
を
買
い
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
コ
ス
ト
に
対
し

て
十
分
な
利
益
を
実
現
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
必
要
な
交
渉
力
を
得
る
こ
と
も
難
し
く
な

る
。

　

さ
ら
に
、
議
決
権
停
止
や
議
決
権
行
使
の
差
止
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
の
訴
訟
費
用
等
の
コ
ス
ト
が
増
加

し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下

す
る
。
実
際
に
議
決
権
停
止
を
認
め
て
い
る
韓
国
の
場
合

に
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、
経
営
陣
が
恣
意
的
に
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
共
同
保
有
を
認
め
て

議
決
権
行
使
を
認
め
ず
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
議
決
権
行
使
を
許
容
す
る
よ
う

仮
処
分
を
請
求
し
た
事
例
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

四�

、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
は
規
制

す
べ
き
か

　

ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
は
規
制
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ウ

ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
利
用
す
る
場
合
、
脱
法
的
に
大
量
保

有
報
告
制
度
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
脱
法

的
な
行
為
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
規
制
の
範
囲
に
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
前
述
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し
た
よ
う
に
こ
れ
を
規
制
す
る
場
合
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
阻
害
し
、

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
肯
定

的
な
効
果
も
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
よ
り
慎
重

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ウ
ル

フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
用
い
た
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
ズ
ム
に
よ
っ
て
誰
が
ど
の
程
度
被
害
を
受
け
る
か
が
ま

ず
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は

項
を
変
え
て
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
め
ぐ
る
利
害
関
係

の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

⑴�

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
標
的
会
社

の
経
営
者

　

ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
活
用
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
大
量
の
株
式
を
買
い
集
め
る
と
、
株

主
提
案
権
な
ど
を
通
じ
て
取
締
役
の
選
任
・
解
任
を
請
求

す
る
な
ど
、
経
営
陣
に
大
き
な
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
力
は
経
営
陣
に
と
っ
て
大

き
な
脅
威
と
な
り
、
不
意
打
ち
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
特
に
大
量
保
有
報
告
制

度
が
経
営
陣
に
経
営
権
を
防
御
す
る
た
め
の
時
間
的
余
裕

を
与
え
る
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら

は
、
多
く
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
先
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
大
量
保
有
報
告
制

度
の
趣
旨
は
、
経
営
者
の
保
身
の
た
め
の
も
の
で
は
な

い
。
事
前
に
対
策
を
講
じ
る
機
会
が
経
営
者
に
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
不
当
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は

妥
当
で
は
な
い
。
大
量
保
有
報
告
制
度
が
経
営
陣
の
経
営

権
防
衛
の
た
め
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な

ら
ば
、
全
体
的
な
経
営
権
防
衛
に
関
連
す
る
防
衛
法
制
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
議
論
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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⑵
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
既
存
の
株

主

　

経
営
陣
に
事
前
に
防
御
権
を
行
使
す
る
機
会
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
の
背
景
に
は
、
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
短
期
主
義
に
よ
り
長
期

的
な
会
社
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
、
既
存
株
主
の

利
益
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
経
営
権
防
衛
の
た
め
に
不
必
要
な

費
用
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
結
局
、
会
社
の
長

期
的
な
価
値
（
株
主
全
体
の
利
益
）
を
損
な
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
ア
ク

テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る

Coffee

教
授
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム

が
短
期
主
義
を
追
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
を
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
酬
構
造
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
通
常A

U
M

（A
sset under  

m
anagem

ent

）
の
二
％
に
加
え
、
売
買
差
益
の
二
〇
％

を
成
果
報
酬
と
し
て
支
給
さ
れ
る
た
め
、
短
期
売
買
差
益

を
追
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
短
期
主
義
へ
の
批
判
は
、
非
効
率
的
な
資

本
市
場
と
一
般
投
資
家
の
短
期
的
な
収
益
追
求
を
前
提
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
効
率
的
な
資
本
市
場
で
は
上
記
の

論
理
が
成
立
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
会
社
の
長

期
的
な
成
長
潜
在
力
が
損
な
わ
れ
て
長
期
的
に
は
収
益
性

が
低
下
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
が
そ
の
ま
ま
現
在

の
株
価
に
反
映
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
成
功

の
可
否
は
、
そ
の
提
案
を
他
の
株
主
に
説
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
る
の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
以
外
の
他
の
一
般
株
主
も
短
期
的
な
観

点
か
ら
投
資
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
一
般
的
に
ほ
と
ん
ど
の
株
主
が
短
期
主
義
的
な
傾
向

で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
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ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
対
象
と
な
る
中

小
規
模
の
企
業
の
場
合
、
支
配
株
主
や
筆
頭
株
主
が
存
在

す
る
場
合
が
多
く
、
彼
ら
は
長
期
主
義
的
な
傾
向
を
持
つ

可
能
性
が
高
い
。
機
関
投
資
家
も
パ
ッ
シ
ブ
投
資
を
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
短
期
主
義
的
と
は
言
え
な
い
。

　

さ
ら
に
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
一

環
と
し
て
、
会
社
に
要
求
す
る
利
益
配
当
の
拡
大
、
自
社

株
買
い
、
遊
休
不
動
産
の
売
却
な
ど
株
主
還
元
の
増
大
を

短
期
主
義
と
批
判
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
理
論
的
に

は
、
会
社
の
資
本
収
益
率
が
株
主
の
資
本
収
益
率
よ
り
低

い
場
合
、
会
社
と
し
て
は
そ
の
資
本
を
株
主
に
還
元
す
る

こ
と
が
効
率
的
な
投
資
決
定
で
あ
り
、
む
し
ろ
企
業
に
過

剰
に
留
保
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
経
営
陣
ま
た
は

支
配
株
主
へ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
コ
ス
ト
の
原
因
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
長
期

的
な
効
果
に
つ
い
て
、
最
近
で
は
様
々
な
実
証
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
最
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
実
証
研
究

は
、
米
国
のBebchuck et al.（2015

）が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
研
究
で
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
行
わ

れ
た
二
、
〇
四
〇
件
の
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
持
っ
て
、
そ
の
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
よ
っ

て
五
年
後
に
会
社
の
収
益
性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

を
検
証
し
た
。
株
主
活
動
主
義
が
介
入
し
た
会
社
で
五
年

間
、T

obinʼs Q

ま
た
は
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
測
定
し
た
収
益
性
は

悪
化
し
な
い
か
、
や
や
上
昇
し
た
結
果
を
示
し
た
。

　

米
国
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
企
業
を
対
象
と
し
た
実
証

研
究
で
も
、
同
様
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。H

am
ao&

 

M
atos

（2018

）は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で

の
日
本
の
株
主
行
動
主
義
活
動
が
短
期
的
な
成
果
の
観
点

か
ら
企
業
価
値
を
有
意
に
増
加
さ
せ
て
お
り
、
特
に
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、
長
期
成
果
の
観
点
か
ら
も
企
業
価

値
を
有
意
に
増
加
さ
せ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
他
に
も
、

田
中
亘
＝
後
藤
元
（
二
〇
一
八
）
の
研
究
も
、
株
主
ア
ク
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テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
長
期
的
に
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

株
主
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
企
業
価
値
に
長
期
的
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

が
短
期
主
義
的
な
戦
略
を
と
っ
て
企
業
を
毀
損
さ
せ
る
と

い
う
実
証
的
な
分
析
は
近
時
、Crem

ers, et al.（2020

）

が
存
在
す
る
た
め
、
い
か
な
る
実
証
研
究
が
必
ず
し
も
妥

当
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
は
、
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
よ
っ
て
長
期
的
に
既
存

株
主
の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
実

証
的
な
根
拠
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
を
根
拠
に
大
量
保
有

報
告
制
度
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

⑶
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
一
般
投
資

家

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
一
般
投
資
家

の
関
係
に
お
い
て
は
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
利
用
し
た

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
よ
り
、
一
般
投

資
家
が
不
測
の
損
害
を
被
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。
す
な

わ
ち
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
よ
っ

て
、
市
場
の
需
給
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
経
営
陣
の
過
半
数
が
交
代
さ
れ
、
実
質
的
に
支
配

権
の
変
動
が
起
こ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
情

報
を
大
量
保
有
報
告
前
に
知
ら
ず
に
株
式
を
売
却
し
た
一

般
投
資
家
は
不
測
の
損
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

前
述
の
日
本
の
大
量
保
有
報
告
制
度
の
趣
旨
に
従
え

ば
、
一
般
投
資
家
を
保
護
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
事
態

を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
般

投
資
家
を
保
護
す
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨
は
、
資
本
市
場

の
信
頼
性
を
確
保
し
、
よ
り
多
く
の
投
資
家
が
参
入
す
る
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よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
市
場
全
体

の
便
益
の
観
点
か
ら
一
般
投
資
家
を
保
護
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
大
量
保
有
報
告
制
度
の
設
計
に

あ
た
っ
て
は
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
活
用
し
た
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
市
場
秩
序
全
体
に
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
便
益
と
、
一
般
投
資
家
を
保
護
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
を
比
較
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
両
者
間
の
比
較
検
討
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
く
、
米
国
で
も
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
意
見
対
立
が

あ
る
状
況
で
あ
る
。
今
年
の
三
月
に
は
、
米
国
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ

が
大
量
保
有
報
告
制
度
に
つ
い
て
、
大
量
保
有
報
告
期
限

の
短
縮
、
共
同
保
有
者
の
範
囲
に
お
い
て
、
共
同
保
有
者

間
の
意
思
の
合
致
を
求
め
な
い
な
ど
、
実
質
的
に
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
活
動
を
規
制
す
る
た

め
の
改
正
案
を
発
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
た
。
結
果
的
に
は
、
一
〇
月
初
旬
に
最
終
規
則
を
発
表

し
、
大
量
保
有
報
告
書
の
提
出
期
限
を
一
〇
日
か
ら
五
営

業
日
に
短
縮
し
た
が
、
共
同
保
有
者
の
範
囲
の
解
釈
に
は

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

日
米
両
国
の
資
本
市
場
の
環
境
や
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
活
動
形
態
な
ど
が
異
な
る
た

め
、
両
国
の
大
量
保
有
報
告
制
度
を
一
対
一
で
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
米
国
の
制
度
が
日
本
の
制
度

よ
り
も
強
力
に
規
制
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

米
国
の
動
き
の
背
景
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
が
資
本
市
場
に
も
た
ら
す
便
益
も
考
慮
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
大
量
保
有

報
告
制
度
の
制
度
設
計
に
お
い
て
も
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
資
本
市
場
全
体
に
も
た
ら
す
便

益
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
こ
れ
か
ら
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ

ム
が
始
ま
る
と
い
う
情
報
を
知
ら
ず
に
発
行
会
社
の
株
式

を
取
得
し
た
一
般
投
資
家
も
損
害
を
被
る
と
い
う
指
摘
も
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あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
投
資
家
は
こ
の
よ
う
な
情
報

を
知
っ
た
上
で
取
引
を
行
え
ば
明
ら
か
に
利
益
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
行
動
に
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
し
た
結

果
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し

て
も
不
当
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
で
は
、
大
量
保
有
報
告
制
度
を
め
ぐ
る
利
害
関
係

の
観
点
か
ら
、
大
量
保
有
報
告
制
度
の
改
正
に
あ
た
り
、

ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
用
い
た
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
大
量
保
有
報
告
規
制
に
関
す
る
議
論
に
お
い

て
、
特
に
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
略
を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
脱
法
的
行
為
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
だ
け
で
な

く
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
、
そ
の
他
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
同
様

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、
資
本
市
場
環
境
の
差
異
が
あ

る
た
め
国
ご
と
の
対
応
も
全
部
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
特
定
の
国
が
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
問
題
に
対
し
て
強
力
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
日
本
で
も

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
脱
法
的
な
行
為
に
対
す
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

ト
が
完
璧
に
行
わ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
望
ま

し
い
結
果
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
脱
法
的
な
行
為

と
は
い
え
、
市
場
全
体
の
便
益
の
観
点
か
ら
は
そ
の
よ
う

な
行
為
が
肯
定
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
量
保
有
報
告
制
度
の
改
正

を
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
制
度
の
文
言
的
な
趣
旨

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
資
本
市
場
秩
序
全
体
の
便
益

と
い
う
視
点
を
一
緒
に
考
慮
し
て
議
論
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
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